
 

令和 ２年 ８月 ４日  

地 方 独 立 行 政 法 人 

東京都健康長寿医療センター 

 

「高齢期の社会からの離脱には段階がある」 

 

○ 発表内容の概要 

 東京都健康長寿医療センター研究所の大渕修一研究部長の研究グループは、地域在住高齢者への郵送調査の

未応答者に対して、簡易調査、はがき調査、訪問調査といった追跡調査を段階的に実施し、調査からの脱落の

段階とその関連要因を検討しました。その結果、日常生活動作能力の低下や社会活動への不参加が脱落と関連

することが明らかとなりました。こうした調査からの脱落は、社会から徐々に離脱する高齢者の実態と共通す

る性質があると考えられます。この研究成果は、国際雑誌「PLOS ONE」オンライン版（8月 3日付、筆頭著者：

河合 恒）に掲載されました。 

 

○ 研究目的 

これまでやっていた活動をやめた、外出が減り閉じこもりがちになった、などの高齢期の「社会からの離脱」

は突然起こるわけではなく段階があるのではないか。私たちはそのように仮説し、社会からの段階的な離脱を

反映する指標として「調査からの脱落の段階」に関する要因を調査しました。 

 

○ 研究成果の概要 

東京都板橋区の 65～85 歳の地域在住高齢者への郵送調査の回答者 3,696 名に対して、2 年後に追跡郵送調査

を行い 2,361名が回答しました（脱落レベル 0）。その未応答者には項目数を 24から 10に減らした簡易調査を

実施し 462 名が回答しました（脱落レベル 1）。その未応答者には 5 項目のはがき調査を実施し 234 名が回答

しました（脱落レベル 2）。さらにその未応答者には訪問調査を実施し 84 名が応じました（脱落レベル 3）。

どの調査にも応答しなかったのは 101名でした（脱落レベル 4）（図 1）。 

図 1 調査の流れ 

 

 



脱落レベルが上がるほど、初回郵送調査時の日常生活動作能力、社会活動参加率、主観的健康感、主観的経

済状況が低く、社会的孤立者が多い傾向がありました。脱落レベルのもっとも低いレベル 0の人と比較すると、

レベル 1、2の人は日常生活動作能力が低く趣味活動へ不参加であり、レベル 3の人はスポーツ活動へ不参加で

あることがわかりました。さらに、脱落レベルのもっとも高いレベル 4 の人は、社会的に孤立しており、町内

会活動へ不参加であることがわかりました。 

 

○ 研究の意義 

これまでに、調査未応答者に対して本研究のような丁寧な追跡を行った研究は国際的にも例がありません。

本研究は高齢期における社会からの離脱の段階とその要因を初めて浮き彫りにしました。また、高齢者が調査

に回答するために必要なアプローチが、脱落のレベルによって異なることも示しました。 

日常生活動作能力低下や社会活動への不参加が、より丁寧なアプローチを行わないと離脱する状態へつなが

ります。周囲との交流の減少や町内会活動への不参加は、将来的な社会からの離脱の危険信号です。 
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